
有限会社ウイルパワー

代表取締役 江川 健次郎



自己紹介：リユースマン 江川健次郎

✔創業 1991年 有限会社ウイルパワー（組織変更2001年）

リユースショップ「リユースマン」を岡山県倉敷市と香川県丸亀市で運営。

中古品・不要品を開発途上国へ輸出。（2015年～）

✔一般廃棄物収集運搬許可証：
（岡山県）倉敷市、（香川県）高松市・丸亀市・善通寺市

産業廃棄物収集運搬業許可証：岡山県 香川県

解体工事（解体施工技師）

アメリカでは人の命を守る 消防士:ファイアーマンは子供たちのカッコいいHERO！。

ファイアーマンのように、「リユースすることがカッコいい！」と憧れる世の中にしたい！
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●2020年の市場規模は前年比

2.5％増の2兆4169億円

●フリマアプリ等のネット販売の

CtoCは、前年比14.7％増（1兆

583億円）と拡大。

●2022年には3兆円規模となる模

様。CtoCの市場規模がBtoCを上回

る見込みで、リユース市場は個人間

取引が主体となりそう。

●2025年は3兆5000億円に拡大

すると予測。

●SDGsの流れも追い風となり、持

ち物の換金や割安な商品購入という

経済合理性、再利用という環境配慮

を両立するリユース市場が拡大する

ことは必然の流れ。

リユース市場の動向
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（グラフ・記事 資料元 リサイクル通信）



≪不安要素≫

✔メルカリ・ヤフオクなどの個人間売買がリユース市場を牽引して拡大するが、

リユース業の取引は鈍化傾向にある。

✔異業種（大手企業やメーカー）からリユース市場に新規参入

≪展開要素≫

✔ SDGsを取り込んだ社会問題解決の事業を展開

少子高齢化が進行、団塊の世代が退職時期を迎え、故郷・子供と同居・高齢

者施設に転居に伴い、家じまいの「家財整理」サポートなど

✔国内取引できない商材を海外輸出に販路開拓

これからのリユースビジネス
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団塊世代（物が捨てられない世代）の家財整理 高齢化率(65歳以上）3,617万人 ( 29.1％ ) 

物を捨てられない世代。片付けたいが「使えるモノ。ゴミじゃない！」との認識

核家族化している団塊の世代が退職時期を迎え、高齢者住宅や子どもたちとの同居などの移転に

より、空き家や家財品廃棄処分が社会問題！

今後より多くの家財品が排出・廃棄されることが予想される。

「家じまい」における多量家財品の処理⇒リユース（国内・海外）

高齢化社会による空き家問題・家財品処理問題

空き家問題：全国の空き家率は13.6％（2018年時点国土交通省資料）

全国の住宅総数は約6240万戸、空き家数は849万戸

詳細：空き家849万戸のうち、いわゆる空き家問題の対象住宅等は349万戸
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（資料：内閣府令和2年版高齢社会白書）



現役世代1.3人で1人の65歳以上の者を支える社会の到来！

65歳以上人口と15～64歳（現役世代）人口の比率
昭和25年(1950) 1人の65歳以上の者に対して現役世代 12.1人
平成27年(2015) 1人の65歳以上の者に対して現役世代 2.3人
令和47年(2065) 1人の65歳以上の者に対して現役世代 1.3人

人口構造は大きく変化し、高齢者の世話をする人が足りない！

日本の人口は、令和2年（2020）1億2585万8千人。
令和35年(2053) には、1億人を割って9,924万人となり、
令和 47(2065)年には、8,808万人になると推計されている。

総人口が減少する一方で長寿化に伴い65歳以上の者が増加することにより
高齢化率は上昇を続け、令和18(2036)年に33.3％で3人に1人となる。

（資料：内閣府令和2年版高齢社会白書）
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家財整理
●片付けたくても、手伝える人が周りにいない。
●片付けをどうすれば良いのか？わからない。
●全て廃棄するのが、もったいない。
✔依頼者から作業費を頂き、「ありがとう」と感謝！
リユース買取り業務では感謝は薄く、作業は無料。

高齢化社会の問題⇒家じまい「家財整理」

8

家財整理の問題点

悪徳回収事業者の横行 （不法投棄、法外な請求）

※一般市民は良い業者を見極めることができない。

廃棄物の処理：家庭からの廃棄物は、一般廃棄物収集運搬認定事業者でしか

運搬処理できない。

地域の安心できる一般廃棄物収集運搬事業者との連携が不可欠！



キッカケ：2019年8月28日全清連 SDGs研修会

◎活動目標

✔活用されていない地域資源（人・モノ・思い）を 役立ちに変えて、

循環ビジネスの存在価値を高める。【ミッション】

✔資源循環による“元気で優しいまちづくり”【ビジョン】

当社のSDGｓ活動
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◎活動原点
✔生産が経済の主流を占めているが、生産が動脈と

すれば、循環する静脈がなければ社会はうまく

回らないはず、しかし「循環経済」の社会的認識は

低いままである。

生産経済と同等に社会的価値を高め、

自分の仕事に誇りを持つため！

子供たちに「お父ちゃんカッコいい！」と思ってもらうため。

埋もれている地域資源（人・モノ・思い）を活用：循環経済の価値を創出



活動状況１

高齢化社会（高齢化率2９.１%）を背景に、高齢者の「家じまい」が増加
・行政ができない家じまいをサポート。
・大量の家財品が排出され、廃棄されている。

■海外リユース（2015年4月~）国内で市場価値のない商材を選別し、
開発途上国へ輸出。現地の生活水準の向上・雇用促進。
現地のオークション企業と連携し、安定した
リユース市場の構築を図る。

独自開発した「海外リユースバン詰システム」により
輸出書類の簡略化、可視化 が可能。
⇒国際問題となっている廃棄物不正輸出の解決事例

◎廃棄を価値に変え、廃棄削減・資源循環による
循環経済を促進。

リユース：資源循環を世の中に役立てる
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■廃棄資源（空缶・古紙・古着・ペットボトル）の分別回収

地域住民の協力のもと

2014年5月～2022年6月 8年間 再資源化⇒808.2トン

〇アルミ缶：25,586kg、〇スチール缶：13,829kg、

〇ペットボトル：5,738kg、〇ダンボール：215,706kg、

〇新聞：136,532kg、〇雑誌：198,144kg、〇古着：121,585kg

金属や古紙・古着の再資源化は地元のリサイクル企業と連携

活動状況２ リサイクル：資源循環を世の中に役立てる
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808.2トンの資源ごみの再資源化による収益金 4,215,713円（2022年6月現在）

収益金の30％を福祉活動に寄付 1,382,000円（2022年4月現在）

残りを高齢者・障がい者雇用に活用し、海外リユースの作業に従事。

障がい者・高齢者の活躍の場を創出（リユース作業）

■高齢者雇用 延べ1,627人

■障がい者雇用 延べ2,217人（就労継続支援B型）

（2016年4月～2022年6月現在）

障がい者雇用は、市役所の社会福祉部や

就労センター協議会と連携

活動状況３ 活用：資源循環を世の中に役立てる
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■リユース絵本の寄贈
読み終わった絵本をNPO団体や

家庭児童会を通じて子どもたちに寄贈。

2020年11月～2022年6月 1,182冊

■近隣の小学校社会科職場体験学習

2011年より毎年、小学校生の

「職場見学」の受入れ。

（2020年~2022年中断）

■「愛のリユース制服」

近隣学校と連携、無償譲渡活動。

2021年9月開始

活動状況４ その他：資源循環を世の中に役立てる
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■フードロス＋生活困窮者支援活動
地元スーパー「ハローズ」等と連携して、
廃棄される賞味期限の短い商材を回収して
NPO団体を通じて生活困窮者へ供給。

1258.3kgの食料をフードロス削減と
毎週40世帯の生活困窮者に提供。
（2022年3月～7月現在）

活動状況５ その他：資源循環を世の中に役立てる

■「不要品で世界を元気にする活動」
当店に持ち込まれた不要品の査定額をAMDA 社会開発機構が行

なう世界の貧困地域の医療・教育などの支援活動へ寄付される

仕組み。（2022年4月連携協定締結）
15



認定・受賞

・岡山県資源循環推進事業所（岡山エコ事業所） 認定 令和2年（2020年）2月

・環境省策定エコアクション21 認証・登録 令和2年（2020年）9月

・倉敷市「障がい者福祉功労」受賞 令和2年（2020年）11月

・環境省 第8回グッドライフアワード「環境と福祉賞」受賞令和2年（2020年）12月

・香川県知事から「香川県環境配慮モデル事業所」認定 令和3年（2021年）2月

・丸亀市環境にやさしい事業所（エコ・リーダー丸亀） 認定 令和3年（2021年）7月

・「おかやまSDGsアワード2021」受賞令和3年（2021年）12月
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有限会社ウイルパワー

ご清聴ありがとうございました。


